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付録Ｄ 
ジョージ・ハワードの研究 
 塔協会は、クリスチャン・ギリシア語聖書におけるテトラグラマトンの存在を支持するジョージ・ハワ
ードによる研究に強く依存している。興味を持った読者には原稿の全体を評価することが、役に立
つ。しかしこの付録の紙幅から見て、そのすべてを再現できない（写しは、ニューヨークの「ものみの塔
聖書小冊子協会」から手に入る）。従って、教授の研究の適切な引用と要約だけをここに書こう。引用
された資料は異なる書体にした。必要なら、ギリシア語とヘブライ語は、ハワードの論文の中で括弧
付きで訳される。 

    エジプトエジプトエジプトエジプトおよびおよびおよびおよびユダヤユダヤユダヤユダヤ砂漠砂漠砂漠砂漠におけるにおけるにおけるにおける最近最近最近最近のののの発発発発見見見見によってによってによってによって、、、、キリストキリストキリストキリスト教教教教時代前時代前時代前時代前におけるにおけるにおけるにおける神神神神
のののの名名名名のののの使用使用使用使用をををを直接直接直接直接にににに見見見見ることがることがることがることが可能可能可能可能となったとなったとなったとなった。。。。これらのこれらのこれらのこれらの発発発発見見見見はははは、、、、新新新新訳訳訳訳研研研研究究究究においてにおいてにおいてにおいて、、、、とりとりとりとり
わけそれらがわけそれらがわけそれらがわけそれらが初期初期初期初期キリストキリストキリストキリスト教教教教文書文書文書文書とととと文文文文学学学学的類似的類似的類似的類似点点点点をををを示示示示しておりしておりしておりしており、、、、新新新新訳訳訳訳［［［［聖書聖書聖書聖書］］］］のののの著者著者著者著者たちたちたちたち
がががが神神神神のののの名名名名をどのようにをどのようにをどのようにをどのように用用用用いたかをいたかをいたかをいたかを説説説説明明明明するものとなりするものとなりするものとなりするものとなり得得得得るというるというるというるという点点点点でででで重要重要重要重要であるであるであるである。。。。我我我我々々々々
はははは、、、、つづくつづくつづくつづくページページページページでででで一一一一つのつのつのつの理論理論理論理論をををを展開展開展開展開しようとしているしようとしているしようとしているしようとしている。。。。そのそのそのその理論理論理論理論とはすなわちとはすなわちとはすなわちとはすなわち、、、、新新新新訳訳訳訳におにおにおにお

けるけるけるける旧旧旧旧約約約約［［［［聖書聖書聖書聖書］］］］のののの直接直接直接直接およびおよびおよびおよび間接引用箇所間接引用箇所間接引用箇所間接引用箇所にはにはにはには当当当当初初初初、、、、神神神神のののの名名名名  （ （ （ （およびおよびおよびおよび恐恐恐恐らくはそらくはそらくはそらくはそ

のののの省略形省略形省略形省略形））））がががが記記記記されておりされておりされておりされており、、、、時時時時をををを経経経経るうちにるうちにるうちにるうちに、、、、それがおもにそれがおもにそれがおもにそれがおもに代用語代用語代用語代用語 ［［［［「「「「主主主主」」」」をををを意味意味意味意味するするするする
キュリオスキュリオスキュリオスキュリオスのののの省略形省略形省略形省略形］］］］にににに置置置置きききき換換換換えられたというものであるえられたというものであるえられたというものであるえられたというものである。。。。我我我我々々々々のののの見解見解見解見解からするとからするとからするとからすると、、、、四文字四文字四文字四文字
［［［［語語語語］］］］がこうしてがこうしてがこうしてがこうして除除除除かれたことによりかれたことによりかれたことによりかれたことにより、、、、初期初期初期初期のののの異邦人異邦人異邦人異邦人ののののクリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャンのののの思思思思いのいのいのいの中中中中にににに『『『『主主主主なるなるなるなる
神神神神』』』』とととと『『『『主主主主なるなるなるなるキリストキリストキリストキリスト』』』』のののの関関関関係係係係についてについてについてについて混混混混乱乱乱乱がががが生生生生じたじたじたじた。。。。このことはこのことはこのことはこのことは、、、、新新新新訳訳訳訳本文本文本文本文そのもののそのもののそのもののそのものの
写写写写本本本本伝伝伝伝承承承承にににに反映反映反映反映されているされているされているされている。（。（。（。（訳訳訳訳者注者注者注者注：：：：以上以上以上以上はははは『『『『参参参参考資料付考資料付考資料付考資料付    新世界新世界新世界新世界訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書』』』』１７５６１７５６１７５６１７５６頁頁頁頁のののの
引用引用引用引用。。。。以下以下以下以下はははは訳訳訳訳者者者者のののの独独独独自自自自訳訳訳訳））））このこのこのこの理論理論理論理論のののの正正正正しさをしさをしさをしさを証明証明証明証明するためするためするためするため、、、、書書書書かれたかれたかれたかれた文書文書文書文書にあるにあるにあるにある神神神神
のののの名名名名のののの使用使用使用使用についてについてについてについてキリストキリストキリストキリスト教教教教以前以前以前以前とととと新新新新訳訳訳訳聖書後聖書後聖書後聖書後でのふさわしいでのふさわしいでのふさわしいでのふさわしい証証証証拠拠拠拠をををを述述述述べべべべ、、、、新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書
とのとのとのとの関関関関連連連連をををを調調調調べようべようべようべよう」」」」 

 
観察：読者がハワードの研究の範囲を理解することが大事だ。 
（１）研究の原文上の根拠は、クリスチャン登場以前の時代における神の名の使用である。ハワード
の研究は、ヘブライ語聖書写本だけを試みるのである（すでに見てきたように、ハワードの原文上の
標本は、ヘブライ語聖書をギリシア語に翻訳したセプトゥアギンタ（ＬＸＸ）から選ばれている。セプトゥ
アギンタには、クリスチャン・ギリシア語聖書が含まれていない）。 
 
（２）ハワードの研究には新世界訳聖書におけるエホバの引用２３７例の全部を扱っていない。むし
ろ、 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥「（「（「（「（彼彼彼彼はははは）、）、）、）、つづくつづくつづくつづくページページページページでででで一一一一つのつのつのつの理論理論理論理論をををを展開展開展開展開しようとしているしようとしているしようとしているしようとしている。。。。そのそのそのその理論理論理論理論とはすなわちとはすなわちとはすなわちとはすなわち、、、、新新新新
訳訳訳訳におけるにおけるにおけるにおける旧旧旧旧約約約約［［［［聖書聖書聖書聖書］］］］のののの直接直接直接直接およびおよびおよびおよび間接引用箇所間接引用箇所間接引用箇所間接引用箇所にはにはにはには当当当当初初初初、、、、神神神神のののの名名名名がががが記記記記されておりされておりされておりされており‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥」」」」、とハ
ワードが言っている。ハワードの理論は、ヘブライ語聖書の直接および間接引用箇所１１２だけに焦
点を当てているのだ。 
ハワードの研究の第一節と第二節 
 ハワードの研究の第一節で、ハワードは多くのヘブライ語聖書とそれ以外の非聖書的な源泉におけ
るテトラグラマトンの使用を評価する。この資料の内容は、この節のハワード自身の要約を部分的に
引けばもっともよく理解できる。 

    新新新新訳訳訳訳聖書以後聖書以後聖書以後聖書以後のののの時代時代時代時代にににに立立立立ちちちち入入入入るるるる前前前前にににに、、、、ここまでここまでここまでここまで集集集集めためためためたデータデータデータデータのののの簡簡簡簡単単単単なまとめをすることなまとめをすることなまとめをすることなまとめをすること
はははは役役役役にににに立立立立つつつつ。。。。    
（（（（１１１１））））    クリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャン登場以前登場以前登場以前登場以前のののの旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書ののののギリシアギリシアギリシアギリシア語語語語写写写写本本本本ではではではでは、、、、ふつうふつうふつうふつう神神神神のののの名名名名はははは、、、、今日今日今日今日、、、、

知知知知られているられているられているられている７０７０７０７０人人人人訳訳訳訳のののの優優優優れたれたれたれたクリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャン写写写写本本本本にににに出現出現出現出現するようなするようなするようなするような （Ｌｏｒｄ）（Ｌｏｒｄ）（Ｌｏｒｄ）（Ｌｏｒｄ）のののの形式形式形式形式
ではではではでは出現出現出現出現しないしないしないしない。。。。神神神神のののの名名名名はははは、、、、ヘブライヘブライヘブライヘブライ語語語語ののののテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンのののの形式形式形式形式（（（（アラムアラムアラムアラム語語語語かかかか古代古代古代古代ヘブラヘブラヘブラヘブラ
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イイイイ語語語語のののの文字文字文字文字でででで書書書書かれたかれたかれたかれた））））あるいはあるいはあるいはあるいは音音音音訳訳訳訳されたされたされたされたＩＡＩＡＩＡＩＡΩ（ＩＡＯ）（ＩＡＯ）（ＩＡＯ）（ＩＡＯ）のののの形式形式形式形式でででで出現出現出現出現するするするする。。。。    
（（（（２２２２））））ユダユダユダユダのののの砂漠砂漠砂漠砂漠からのからのからのからのヘブライヘブライヘブライヘブライ語語語語のののの文書文書文書文書ではではではでは、、、、聖書聖書聖書聖書のののの写写写写本本本本のののの中中中中ににににテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが出現出現出現出現
するするするする。。。。聖書聖書聖書聖書のののの引用引用引用引用のののの中中中中、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは聖書的聖書的聖書的聖書的なななな箇所箇所箇所箇所、、、、聖書聖書聖書聖書のののの釈釈釈釈義義義義にもにもにもにも出現出現出現出現するするするする。。。。    
（（（（３３３３））））ユダユダユダユダのののの砂漠砂漠砂漠砂漠からからからから出土出土出土出土したしたしたした非聖書的非聖書的非聖書的非聖書的ななななヘブライヘブライヘブライヘブライ語語語語のののの文書文書文書文書ではではではでは、「、「、「、「神神神神」」」」にもっともにもっともにもっともにもっとも一般的一般的一般的一般的

にににに用用用用いられたいられたいられたいられた語語語語 （（（（神神神神）（）（）（）（またはまたはまたはまたは、、、、alef,lamedh,heth,yodh,memalef,lamedh,heth,yodh,memalef,lamedh,heth,yodh,memalef,lamedh,heth,yodh,mem（（（（神神神神））））であるであるであるである）。）。）。）。クムランクムランクムランクムランのののの注注注注
解書解書解書解書ではではではでは、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンはははは聖書聖書聖書聖書からのからのからのからの見出見出見出見出しのしのしのしの引用引用引用引用にににに正式正式正式正式にににに出現出現出現出現するするするする。。。。続続続続いているいているいているいている注注注注

解書解書解書解書ではではではでは「「「「神神神神」」」」へのへのへのへの二次的二次的二次的二次的なななな記述記述記述記述としてはとしてはとしてはとしては がががが用用用用いられるいられるいられるいられる。。。。    
（（（（４４４４））））ユダヤユダヤユダヤユダヤのののの砂漠砂漠砂漠砂漠からのからのからのからのヘブライヘブライヘブライヘブライ語文書語文書語文書語文書ではではではでは、、、、聖書的文書聖書的文書聖書的文書聖書的文書ににににテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが出現出現出現出現したしたしたした

箇所箇所箇所箇所ではではではでは、、、、 ''''（ （ （ （ My Lord My Lord My Lord My Lord ））））のののの語句語句語句語句がががが発発発発音音音音されたされたされたされた証証証証拠拠拠拠もあるもあるもあるもある。。。。    
（（（（５５５５））））ユダユダユダユダのののの砂漠砂漠砂漠砂漠からのからのからのからの写写写写本本本本にににに現現現現れるれるれるれる「「「「神神神神」」」」のののの名前名前名前名前にににに対対対対するするするする見慣見慣見慣見慣れないれないれないれない短縮型短縮型短縮型短縮型がががが二二二二つつつつ存在存在存在存在

するするするする。。。。一一一一つはつはつはつは４４４４個個個個またはまたはまたはまたは５５５５個個個個ののののドットドットドットドットのののの使用使用使用使用、、、、もうもうもうもう一一一一つはつはつはつはヘブライヘブライヘブライヘブライ語語語語のののの発発発発音音音音 （（（（彼彼彼彼））））のののの使使使使
用用用用であるであるであるである。。。。    
（（（（６６６６））））フィロンフィロンフィロンフィロンがががが聖書聖書聖書聖書からからからから引用引用引用引用するときするときするときするとき、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンをををを書書書書くくくく慣例慣例慣例慣例をををを修正修正修正修正することはありそすることはありそすることはありそすることはありそ

うもないけれどうもないけれどうもないけれどうもないけれど、、、、フィロンフィロンフィロンフィロンがががが説説説説明明明明のののの中中中中でででで神神神神のののの名名名名にににに二次的二次的二次的二次的にににに言及言及言及言及するときにはするときにはするときにはするときには、、、、
（（（（主主主主））））のののの語語語語をををを用用用用いたようだいたようだいたようだいたようだ。。。。    
    神神神神のののの名名名名がさまざまにがさまざまにがさまざまにがさまざまに用用用用いているいているいているいている様様様様式式式式からしてからしてからしてからして、、、、結論結論結論結論できるもっともできるもっともできるもっともできるもっとも重要重要重要重要なななな意見意見意見意見はははは、、、、テトラテトラテトラテトラ
グラマトングラマトングラマトングラマトンがきわめてがきわめてがきわめてがきわめて神聖神聖神聖神聖にににに扱扱扱扱われたということだわれたということだわれたということだわれたということだ。。。。筆者筆者筆者筆者のののの個人的個人的個人的個人的なななな好好好好みによってみによってみによってみによって、、、、非聖非聖非聖非聖
書的書的書的書的なななな資料資料資料資料のののの中中中中ででででテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンやそのやそのやそのやその代用語代用語代用語代用語をををを使使使使ったかもしれないったかもしれないったかもしれないったかもしれない。。。。しかししかししかししかし、、、、聖書聖書聖書聖書のののの
文章文章文章文章のののの写写写写筆筆筆筆ではではではでは、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンはははは、、、、注意深注意深注意深注意深くくくく保存保存保存保存されたされたされたされた。。。。テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンのののの保存保存保存保存はははは、、、、聖聖聖聖
書書書書のののの文章文章文章文章ををををギリシアギリシアギリシアギリシア語語語語にににに翻翻翻翻訳訳訳訳するときにでもするときにでもするときにでもするときにでも波及波及波及波及したしたしたした。。。。 

 
 ハワードは、第二節でセプトゥアギンタでのクリスチャンの使用法にある神の名の問題を手短に話し
かける（一世紀・二世紀におけるクリスチャン教会のセプトゥアギンタの使用）。 
 テトラグラマトンがクリスチャン・ギリシア語聖書で用いられたとする協会の教えに賛成して塔協会に
よって用いられる情報を読者に示すため、ジョージ・ハワードの資料を伝える。セプトゥアギンタでのテ
トラグラマトンの研究を細かく調べるつもりはない。読者はこの本のほかの箇所の議論を見直すこと
ができる。 
 クリスチャンの文書の中での神の名について、ハワードはこう言っている。  
 

        ７０７０７０７０人人人人訳訳訳訳ののののクリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャンのののの写写写写本本本本にににに至至至至るとるとるとると、、、、直直直直ちにちにちにちにテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンのののの不在不在不在不在とともにとともにとともにとともに、、、、ほとんほとんほとんほとん

どどどど普遍的普遍的普遍的普遍的なななな によるによるによるによる書書書書きききき代代代代えにえにえにえに衝衝衝衝撃撃撃撃をををを覚覚覚覚えるえるえるえる。。。。クリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャン宗宗宗宗教教教教運動運動運動運動のののの始始始始まりとまりとまりとまりと、、、、クククク
リスチャンリスチャンリスチャンリスチャンのののの７０７０７０７０人人人人訳訳訳訳のもっとものもっとものもっとものもっとも古古古古いいいい現存現存現存現存するするするする写写写写本本本本のののの時期時期時期時期のののの間間間間にににに変変変変化化化化がががが起起起起きたことをきたことをきたことをきたことを意味意味意味意味
するするするする。。。。そのそのそのその変変変変化化化化がちょうどいつがちょうどいつがちょうどいつがちょうどいつ起起起起きたのかきたのかきたのかきたのか、、、、絶絶絶絶対対対対的的的的なななな日付日付日付日付をををを定定定定めることはめることはめることはめることは不可能不可能不可能不可能だだだだ。。。。７０７０７０７０
人人人人訳訳訳訳ののののクリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャン写写写写本本本本にににに達達達達するまでにはするまでにはするまでにはするまでには、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンはははは見見見見当当当当たらなくなるたらなくなるたらなくなるたらなくなる。。。。代代代代わっわっわっわっ

てててて、、、、 （（（（主主主主））））のののの語語語語（（（（時時時時にはにはにはには （（（（神神神神））））））））がががが神神神神のののの名名名名をををを表表表表わしわしわしわし、、、、 やややや にににに短縮短縮短縮短縮されされされされ
たたたた。。。。    
    少少少少なくともなくともなくともなくとも２２２２世紀世紀世紀世紀のののの冒頭冒頭冒頭冒頭までにまでにまでにまでに、、、、クリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャンのののの７０７０７０７０人人人人訳訳訳訳においてにおいてにおいてにおいてテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンはははは、、、、十十十十

中八九中八九中八九中八九、、、、短縮短縮短縮短縮されたされたされたされた語語語語、、、、 やややや にににに代用代用代用代用されされされされ始始始始めためためためた。。。。私私私私たちのたちのたちのたちの目的目的目的目的にとってにとってにとってにとって、、、、もっともっともっともっと
もももも重要重要重要重要なななな点点点点はははは、、、、これらとこれらとこれらとこれらと同一同一同一同一のののの短縮短縮短縮短縮されたされたされたされた語語語語がががが新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のもっとものもっとものもっとものもっとも初期初期初期初期のののの写写写写本本本本のののの中中中中にもにもにもにも
現現現現れることであるれることであるれることであるれることである。。。。これからこれからこれからこれから論論論論じるようにじるようにじるようにじるように、、、、これらこれらこれらこれら短縮形短縮形短縮形短縮形はははは新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書でのでのでのでの神神神神のののの名名名名のののの使用使用使用使用をををを
理解理解理解理解するするするする上上上上でででで大事大事大事大事になるになるになるになる。。。。    
    知知知知られているられているられているられている限限限限りりりり、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンははははヘブライヘブライヘブライヘブライ人人人人のののの宗宗宗宗教教教教のののの中中中中ではもっともではもっともではもっともではもっとも神聖神聖神聖神聖なことばなことばなことばなことば

であったであったであったであった。。。。ギリシアギリシアギリシアギリシア語語語語をををを語語語語るるるるユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人ががががギリシアギリシアギリシアギリシア語語語語のののの聖書聖書聖書聖書のののの中中中中でででで  を を を を書書書書きききき続続続続けたことけたことけたことけたこと
はははは事事事事実実実実としてとしてとしてとして知知知知っているっているっているっている。。。。加加加加えてえてえてえて、、、、初期初期初期初期のののの保守的保守的保守的保守的ななななギリシアギリシアギリシアギリシア語語語語をををを語語語語るるるるユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人ののののクリスチクリスチクリスチクリスチ
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ャンャンャンャンがこのがこのがこのがこの慣例慣例慣例慣例をををを修正修正修正修正したことはもっともありそうもないしたことはもっともありそうもないしたことはもっともありそうもないしたことはもっともありそうもない。。。。    

    短縮短縮短縮短縮されたされたされたされた やややや はははは、、、、異邦人異邦人異邦人異邦人クリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャンのののの聖書聖書聖書聖書のののの写写写写本本本本においてにおいてにおいてにおいてテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトン
をををを保持保持保持保持するするするする伝伝伝伝統統統統のののの支支支支えにえにえにえに欠欠欠欠けていたけていたけていたけていた異邦人異邦人異邦人異邦人クリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャンにににに遡遡遡遡るのがもっとふさわしいるのがもっとふさわしいるのがもっとふさわしいるのがもっとふさわしい。。。。 

    
観観観観察察察察：読者は気づかなければならない。 
１．テトラグラマトンが書かれている聖書写本にハワードが言及する時には、すべて、その聖句はヘブ
ライ語聖書の聖句である。セプトゥアギンタ（ハワードはＬＸＸと識別する）は、およそ紀元前２８０年に
ギリシア語に翻訳されたヘブライ語の聖書である。この本で私たちが歴史的に示し、また原文上で示
したように、既知のクリスチャン・ギリシア語聖書写本にはテトラグラマトンが含まれているものはな
い。 
２．「ユダヤの砂漠写本」は、死海文書として知られる１９４７年に発見されたパレスチナ洞窟の文書で
ある。巻物が見つかったクムラン教団は、テトラグラマトンの意味を宗教的にも、文化的にも理解した
イスラエル人共同体（異邦人と対照的な）であった。検証できることだが、パレスチナとエジプトのユダ
ヤ人の教団から出土したセプトゥアギンタ写本には、ギリシア語κυριοσ（Lord）より、テトラグラマトンを
使うものがあった。ユダヤ人の読者のためにテトラグラマトンがヘブライ語聖書の中にしばしば埋め込

まれたのだ。しかし異邦人の読者のためには、神の名はヘブライ語  から、ギリシア語
（Lord）に訳された。 
３．クリスチャンの時代の初期において、ヘブライ語聖書（セプトゥアギンタ）写本の中では、代用語

（短縮された形） と が、 （Lord）と （God ）を置き代えた。 
 この本で示した歴史的資料と原文上の資料は、原則としてこの初めの二つの項にあるハワードの
結論に賛成する。私たちの本では、細かい点にまでセプトゥアギンタを扱っていないから、この点、ハ
ワードにあからさまに反対はしない。しかし、読者は気づかないといけない。ハワードの意見の主題
は、ギリシア語に翻訳されたヘブライ語聖書の写本である。ハワードはその二つの節の中で、この本
の主題であるクリスチャン・ギリシア語聖書写本について語っているのではない。 
ハワードハワードハワードハワードのののの研研研研究究究究のののの結論結論結論結論のののの節節節節 
 ハワードの研究の最後の（そして簡潔な）部分はクリスチャン・ギリシア語聖書に焦点を合わせる。こ
の部分を長く引用するので、読者はハワードが何を言っているか、よく分かるだろう（ハワードの提出
した可能性の高さを強調するため特定の箇所に下線を引いた） 

    
    新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書にににに至至至至るとるとるとると、、、、同同同同様様様様なななな型式型式型式型式がががが発発発発展展展展したとしたとしたとしたと信信信信じられるじられるじられるじられる相相相相当当当当なななな理由理由理由理由があるがあるがあるがある。。。。初期初期初期初期教教教教会会会会
のののの聖書聖書聖書聖書ははははギリシアギリシアギリシアギリシア語聖書語聖書語聖書語聖書のののの写写写写本本本本であるがであるがであるがであるが、、、、そのそのそのその中中中中になおになおになおになおテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが書書書書かれていたかれていたかれていたかれていた
以上以上以上以上、、、、新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のののの著者著者著者著者がががが聖書聖書聖書聖書からからからから引用引用引用引用するときするときするときするとき、、、、聖書本文中聖書本文中聖書本文中聖書本文中ににににテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンをををを保存保存保存保存しししし
たことはたことはたことはたことは当当当当然然然然にににに考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。キリストキリストキリストキリスト教教教教時代以前時代以前時代以前時代以前ののののユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人のののの習慣習慣習慣習慣からからからから類推類推類推類推すればすればすればすれば、、、、新新新新
訳訳訳訳聖書本文聖書本文聖書本文聖書本文にににに引用引用引用引用されたされたされたされた旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書のののの聖句中聖句中聖句中聖句中ににににテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが取取取取りりりり入入入入れられたことれられたことれられたことれられたこと、、、、そそそそ

してしてしてして引用引用引用引用にににに基基基基づいたことばのづいたことばのづいたことばのづいたことばの中中中中でででで二次的二次的二次的二次的にににに神神神神へへへへ触触触触れるとれるとれるとれると （（（（LordLordLordLord））））とととと （（（（God God God God ））））
がががが使使使使われたことはわれたことはわれたことはわれたことは想像想像想像想像にににに難難難難くないくないくないくない。。。。もちろんもちろんもちろんもちろん、、、、これらのこれらのこれらのこれらの引用句引用句引用句引用句のののの中中中中ののののテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンはははは、、、、
それがそれがそれがそれがクリスチャンクリスチャンクリスチャンクリスチャンののののセプトゥアギンタセプトゥアギンタセプトゥアギンタセプトゥアギンタ訳訳訳訳中中中中にににに用用用用いられていたいられていたいられていたいられていた間間間間はははは存存存存続続続続したであろうしたであろうしたであろうしたであろう。。。。しかしかしかしか
しそれがしそれがしそれがしそれがギリシアギリシアギリシアギリシア語語語語のののの旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書からからからから除除除除かれたかれたかれたかれた時時時時、、、、新新新新訳訳訳訳聖書中聖書中聖書中聖書中にににに引用引用引用引用されたされたされたされた旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書のののの
聖句聖句聖句聖句からもそれはからもそれはからもそれはからもそれは除除除除かれてしまったかれてしまったかれてしまったかれてしまった。。。。それでそれでそれでそれで２２２２世紀初世紀初世紀初世紀初めごろにめごろにめごろにめごろに、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンはははは、、、、代用代用代用代用
語語語語（（（（神神神神のののの名名名名にににに代代代代わってわってわってわって用用用用いられたいられたいられたいられた語語語語））））のためにのためにのためにのために新新新新旧旧旧旧約約約約両両両両方方方方のののの聖書聖書聖書聖書からからからから締締締締めめめめ出出出出されてしまされてしまされてしまされてしま
ったにったにったにったに違違違違いないいないいないいない。。。。まもなくまもなくまもなくまもなく神神神神のののの名名名名はははは、、、、代用語代用語代用語代用語のののの確約確約確約確約されたされたされたされた形形形形のののの中中中中にににに反映反映反映反映されたりされたりされたりされたり、、、、学学学学者者者者がががが
時時時時おりおりおりおり思思思思いいいい出出出出したりするしたりするしたりするしたりする以外以外以外以外、、、、異邦人異邦人異邦人異邦人のののの教教教教会会会会にとってにとってにとってにとって全全全全くくくく忘忘忘忘れられたものとなったれられたものとなったれられたものとなったれられたものとなった。。。。    
    異邦人異邦人異邦人異邦人教教教教会会会会のののの新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書においてにおいてにおいてにおいてテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが除去除去除去除去されたことはされたことはされたことはされたことは、、、、明明明明らかにらかにらかにらかに新新新新訳訳訳訳のののの
文章文章文章文章のののの出現出現出現出現にににに影響影響影響影響をををを与与与与えたしえたしえたしえたし、、、、２２２２世紀世紀世紀世紀のののの異邦人異邦人異邦人異邦人クリスチャニティクリスチャニティクリスチャニティクリスチャニティのののの神神神神学学学学的的的的なななな考考考考えにえにえにえに影響影響影響影響をををを
及及及及ぼしたのはぼしたのはぼしたのはぼしたのは疑疑疑疑いいいい得得得得ないないないない。。。。私私私私たちがたちがたちがたちが決決決決してしてしてして知知知知らないだけかもらないだけかもらないだけかもらないだけかも知知知知れないれないれないれない。。。。しかししかししかししかし、、、、新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書
のののの中中中中でのでのでのでの本本本本来来来来のののの旧訳旧訳旧訳旧訳聖書聖書聖書聖書のののの引用引用引用引用とととと、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが除去除去除去除去されたされたされたされた後後後後になってになってになってになって、、、、旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書
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がががが出現出現出現出現したしたしたした様様様様式式式式をををを比較比較比較比較することにすることにすることにすることに目目目目をををを転転転転じるならじるならじるならじるなら、、、、神神神神学学学学的的的的変変変変更更更更にはにはにはには重重重重いいいい意味意味意味意味があったことがあったことがあったことがあったこと
がががが想像想像想像想像できるかもしれないできるかもしれないできるかもしれないできるかもしれない。「。「。「。「神神神神」」」」とととと「「「「キリストキリストキリストキリスト」」」」のののの人格人格人格人格がはっきりとがはっきりとがはっきりとがはっきりと区区区区別別別別できるできるできるできる数数数数多多多多くのくのくのくの箇箇箇箇
所所所所ではではではでは、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンのののの除去除去除去除去はははは、、、、かなりなあいまいさがかなりなあいまいさがかなりなあいまいさがかなりなあいまいさが生生生生みみみみ出出出出されたにされたにされたにされたに違違違違いないいないいないいない。。。。    
    二世紀二世紀二世紀二世紀のそうしたのそうしたのそうしたのそうした文章文章文章文章からからからから生生生生じたじたじたじた混混混混乱乱乱乱はははは、、、、新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のののの写写写写本本本本のののの伝伝伝伝統統統統にににに反映反映反映反映されることにされることにされることにされることに

注意注意注意注意することはすることはすることはすることは意味意味意味意味があるがあるがあるがある。。。。新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のののの写写写写本本本本のののの様様様様式式式式のさまざまののさまざまののさまざまののさまざまの変変変変化形化形化形化形にはにはにはには、、、、

（ （ （ （ God God God God ）、）、）、）、 （ （ （ （ Lord Lord Lord Lord ）、）、）、）、Ιησουσ（ （ （ （ Jesus Jesus Jesus Jesus ）、）、）、）、 （ （ （ （ Christ Christ Christ Christ ）、）、）、）、 （ （ （ （ son son son son ））））のののの語語語語
句句句句とそれらのとそれらのとそれらのとそれらの組組組組みみみみ合合合合わせがわせがわせがわせが含含含含まれているまれているまれているまれている。。。。これらこれらこれらこれら数数数数多多多多くのくのくのくの変変変変化形化形化形化形のののの起源起源起源起源をををを説説説説明明明明しようとししようとししようとししようとし
てててて提案提案提案提案するするするする理論理論理論理論はははは、、、、引用引用引用引用をををを巡巡巡巡るるるる論考論考論考論考においてにおいてにおいてにおいて人格人格人格人格がががが参参参参考考考考にされるためににされるためににされるためににされるために新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書でのでのでのでの
旧旧旧旧約約約約のののの引用引用引用引用からからからからテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが取取取取りりりり除除除除かれたことがかれたことがかれたことがかれたことが、、、、写写写写筆者筆者筆者筆者のののの心心心心にににに混混混混乱乱乱乱をををを引引引引きききき起起起起こしこしこしこし
たことであるたことであるたことであるたことである（（（（もちろんもちろんもちろんもちろん、、、、すべてがそうではないすべてがそうではないすべてがそうではないすべてがそうではない）。）。）。）。ひとたびひとたびひとたびひとたび引用引用引用引用のののの中中中中でのでのでのでの神神神神のののの名名名名のののの変変変変更更更更にににに
よってよってよってよって混混混混乱乱乱乱をををを引引引引きききき起起起起されるとされるとされるとされると、、、、そのそのそのその混混混混乱乱乱乱はははは引用引用引用引用がまったくがまったくがまったくがまったく含含含含まれていないまれていないまれていないまれていない新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のほのほのほのほ
かのかのかのかの部分部分部分部分にもにもにもにも同同同同じようにじようにじようにじように広広広広がったがったがったがった。。。。別別別別なことばでなことばでなことばでなことばで言言言言えばえばえばえば、、、、一度一度一度一度、、、、引用引用引用引用のののの中中中中のののの近傍近傍近傍近傍でででで「「「「神神神神」」」」とととと
「「「「キリストキリストキリストキリスト」」」」のののの名名名名にににに混混混混乱乱乱乱がががが起起起起こされるとこされるとこされるとこされると、、、、そのそのそのその名名名名はほかのはほかのはほかのはほかの箇所箇所箇所箇所でもでもでもでも一般的一般的一般的一般的にににに混混混混乱乱乱乱にににに陥陥陥陥ったったったった。。。。    
    次次次次のののの例例例例はははは、、、、引用引用引用引用のののの範範範範囲内囲内囲内囲内にあるにあるにあるにある聖聖聖聖なるなるなるなる登場人物登場人物登場人物登場人物にににに関関関関わるわるわるわる記述上記述上記述上記述上のののの混混混混乱乱乱乱をををを描描描描いているいているいているいている。。。。
（以下の箇所で、ハワードはローマ１０：１６、１７、ローマ１４：１０、１１、コリント第一２：１
６、ペテロ第一３：１４、１５、コリント第一１０：９、ユダ５の簡単な議論を含ませている。ハ
ワードはテトラグラマトンがこれらの聖句に用いられただろうと推論する。しかし、この場
合、古代クリスチャン・ギリシア語聖書写本の中でのテトラグラマトンを立証するいかなる
原文上の根拠を書いていない）。 
（（（（２２２２））））結結結結びのことばびのことばびのことばびのことば。。。。もちろんもちろんもちろんもちろん上述上述上述上述のののの例例例例はははは、、、、自然自然自然自然のままののままののままののままの探究探究探究探究にににに過過過過ぎずぎずぎずぎず、、、、ここでここでここでここで経験経験経験経験主義的主義的主義的主義的
にににに述述述述べられているべられているべられているべられている。。。。にもかかわらずにもかかわらずにもかかわらずにもかかわらず、、、、このこのこのこの論文論文論文論文のののの意見意見意見意見はははは極極極極めてめてめてめて可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いことをいことをいことをいことを上上上上のののの
証証証証拠拠拠拠がががが十分十分十分十分、、、、強強強強くくくく示唆示唆示唆示唆しているしているしているしている。。。。このこのこのこの急進的急進的急進的急進的なななな性格性格性格性格のののの意見意見意見意見のためにのためにのためにのために、、、、たくさんのたくさんのたくさんのたくさんの結論結論結論結論をををを出出出出
すことをすことをすことをすことを控控控控えてきたえてきたえてきたえてきた。。。。今今今今、、、、明確明確明確明確なななな方法方法方法方法でででで結論結論結論結論をををを述述述述べるよりもべるよりもべるよりもべるよりも、、、、詳詳詳詳しいしいしいしい説説説説明明明明のののの必要性必要性必要性必要性をををを示唆示唆示唆示唆
するするするする疑問疑問疑問疑問をををを提起提起提起提起するだけでするだけでするだけでするだけで良良良良いだろういだろういだろういだろう。。。。    
((((a) a) a) a) もしもしもしもし新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書ででででテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが用用用用いられたのならいられたのならいられたのならいられたのなら、、、、どれほどどれほどどれほどどれほど広広広広くくくく用用用用いられたのかいられたのかいられたのかいられたのか。。。。
テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書のののの引用引用引用引用やややや旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書をををを言言言言いいいい換換換換えするえするえするえする引引引引喩喩喩喩にににに限限限限られたのかられたのかられたのかられたのか、、、、ああああ
るいはるいはるいはるいは「「「「神神神神（（（（主主主主））））のことばのことばのことばのことば」（」（」（」（使徒使徒使徒使徒のののの働働働働きききき６６６６：：：：７７７７、、、、８８８８：：：：２５２５２５２５、、、、１２１２１２１２：：：：２４２４２４２４、、、、１３１３１３１３：：：：５５５５、、、、１３１３１３１３：：：：４４４４４４４４、、、、４８４８４８４８、、、、１４１４１４１４：：：：
２５２５２５２５、、、、１６１６１６１６：：：：６６６６、、、、３２３２３２３２のののの異文異文異文異文をををを見見見見よよよよ）、「）、「）、「）、「主主主主のののの日日日日にににに」（」（」（」（コリントコリントコリントコリント第一第一第一第一５５５５：：：：５５５５のののの異文異文異文異文参参参参照照照照）、「）、「）、「）、「神神神神のみこのみこのみこのみこ
ころによりころによりころによりころにより」（」（」（」（ローマローマローマローマ１５１５１５１５：：：：３２３２３２３２のののの異文異文異文異文参参参参照照照照））））のようにのようにのようにのように伝伝伝伝統的統的統的統的なななな句句句句にににに用用用用いられたのかいられたのかいられたのかいられたのか。。。。ルカルカルカルカのののの
初初初初めのめのめのめの二二二二つのつのつのつの章章章章にあるようににあるようににあるようににあるように、、、、旧旧旧旧約聖書約聖書約聖書約聖書のようなのようなのようなのような物語物語物語物語にもにもにもにも用用用用いられたのかいられたのかいられたのかいられたのか。。。。    
((((b) b) b) b) 三人三人三人三人称単数称単数称単数称単数のののの代名詞代名詞代名詞代名詞がかつてがかつてがかつてがかつて「「「「神神神神」」」」のののの代用語代用語代用語代用語としてとしてとしてとして新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のののの中中中中でででで用用用用いられたのかいられたのかいられたのかいられたのか。。。。
マルコマルコマルコマルコ１１１１：：：：３３３３、、、、マタイマタイマタイマタイ３３３３：：：：３３３３、、、、ルカルカルカルカ３３３３：：：：４４４４にあるにあるにあるにあるイザヤイザヤイザヤイザヤ４０４０４０４０：：：：３３３３のののの引用引用引用引用はははは、、、、ευθειασ    ποιειτε    τριβο
υσ    αυτου（（（（彼彼彼彼のののの道道道道をまっすぐにせよをまっすぐにせよをまっすぐにせよをまっすぐにせよ））））でででで終終終終わるわるわるわる。。。。写写写写本本本本のののの中中中中ののののΑυτου（（（（彼彼彼彼のののの））））ははははヘブライヘブライヘブライヘブライ文文文文
字字字字でででで「「「「私私私私たちのたちのたちのたちの神神神神」」」」をををを意味意味意味意味しししし、、、、大多大多大多大多数数数数のののの七十人七十人七十人七十人訳訳訳訳のののの写写写写本本本本ではではではではτου    θεου    ηµων（（（（私私私私たちのたちのたちのたちの
神神神神））））をををを意味意味意味意味するするするする。ＩＱＳ。ＩＱＳ。ＩＱＳ。ＩＱＳ８８８８：：：：１３１３１３１３ではではではでは、、、、引引引引きききき伸伸伸伸ばされたばされたばされたばされた代名詞代名詞代名詞代名詞、、、、ヘブライヘブライヘブライヘブライ語語語語のののの「「「「彼彼彼彼のののの」」」」がががが正確正確正確正確なななな
句句句句にににに関関関関係係係係してしてしてして用用用用いられているいられているいられているいられている事事事事実実実実からからからから、、、、αυτου（（（（彼彼彼彼のののの））））がががが共共共共観観観観福音書福音書福音書福音書のののの中中中中でのでのでのでの代用語代用語代用語代用語らしらしらしらし
いことをいことをいことをいことを暗示暗示暗示暗示するするするする。。。。    
((((c) c) c) c) 新約聖書新約聖書新約聖書新約聖書からからからからテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンをををを取取取取りりりり除除除除くことのくことのくことのくことの衝衝衝衝撃撃撃撃はいかほどだったのかはいかほどだったのかはいかほどだったのかはいかほどだったのか。。。。すぐすぐすぐすぐ近傍近傍近傍近傍
のののの文脈文脈文脈文脈のあいまいさからのあいまいさからのあいまいさからのあいまいさから、、、、神神神神ととととキリストキリストキリストキリストがががが混同混同混同混同されたこれらのされたこれらのされたこれらのされたこれらの箇所箇所箇所箇所だけにだけにだけにだけに働働働働いたのかいたのかいたのかいたのか。。。。ああああ
るいはるいはるいはるいは、、、、ほかのほかのほかのほかの箇所箇所箇所箇所（（（（変変変変化化化化がががが生生生生じたじたじたじた後後後後にににに低俗低俗低俗低俗ななななキリストキリストキリストキリスト論論論論にににに反映反映反映反映したしたしたした））））もももも、、、、後後後後にににに高高高高尚尚尚尚ななななキリキリキリキリ
ストストストスト論論論論をををを反映反映反映反映してしてしてして変変変変更更更更されたのかされたのかされたのかされたのか。。。。そうしたそうしたそうしたそうした文章文章文章文章のののの再構成再構成再構成再構成がががが教教教教会内会内会内会内でのでのでのでの新新新新しいしいしいしいキリストキリストキリストキリスト論論論論
的的的的なななな矛盾矛盾矛盾矛盾をををを生生生生じさせたのかじさせたのかじさせたのかじさせたのか。。。。そしてこうしたそしてこうしたそしてこうしたそしてこうした矛盾矛盾矛盾矛盾にににに関関関関係係係係したしたしたした新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のののの箇所箇所箇所箇所はははは、、、、新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書
時代時代時代時代にににに、、、、はっきりとなんらはっきりとなんらはっきりとなんらはっきりとなんら問題問題問題問題なくなくなくなく作作作作られたられたられたられた聖書聖書聖書聖書のののの箇所箇所箇所箇所とととと一致一致一致一致したのかしたのかしたのかしたのか。。。。    
((((d) d) d) d) 新約聖書新約聖書新約聖書新約聖書のののの形成時形成時形成時形成時にどんなにどんなにどんなにどんな異異異異教教教教がががが働働働働いたのかいたのかいたのかいたのか。。。。テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが除去除去除去除去されることがされることがされることがされることが
エビオナイトエビオナイトエビオナイトエビオナイトとととと異邦人異邦人異邦人異邦人教教教教会会会会のののの間間間間のののの分裂分裂分裂分裂にににに役割役割役割役割りをりをりをりを演演演演じたのかじたのかじたのかじたのか。。。。もしそうならもしそうならもしそうならもしそうなら、、、、エビオナイトエビオナイトエビオナイトエビオナイト
のののの運動運動運動運動はははは、、、、異邦人異邦人異邦人異邦人教教教教会会会会がががが高高高高尚尚尚尚ななななキリストキリストキリストキリスト論論論論にににに向向向向けたけたけたけた新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のののの再構成再構成再構成再構成をするようにさせをするようにさせをするようにさせをするようにさせ
たのかたのかたのかたのか。。。。    
((((e) e) e) e) 新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書におけるにおけるにおけるにおける神神神神のののの名名名名のののの使用使用使用使用はははは、、、、今日今日今日今日ののののキリストキリストキリストキリスト論論論論研研研研究究究究にににに対対対対しししし何何何何をををを暗示暗示暗示暗示するのするのするのするの
かかかか。。。。こうしたこうしたこうしたこうした研研研研究究究究はははは一世紀一世紀一世紀一世紀においてにおいてにおいてにおいて出現出現出現出現したときのしたときのしたときのしたときの新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書のののの文章文章文章文章にににに基基基基づいているのづいているのづいているのづいているの
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かかかか、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは、、、、神神神神ととととキリストキリストキリストキリストのののの違違違違いがいがいがいが文章文章文章文章のののの中中中中でででで混同混同混同混同されたりされたりされたりされたり、、、、教教教教会会会会員員員員のののの心心心心にぼんやくとにぼんやくとにぼんやくとにぼんやくと
していたときしていたときしていたときしていたとき、、、、教教教教会会会会のののの歴歴歴歴史史史史のあるのあるのあるのある時期時期時期時期にににに表表表表されたされたされたされた変変変変更更更更されたされたされたされた文章文章文章文章にににに基基基基づいているのかづいているのかづいているのかづいているのか。。。。
新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書ののののキリストキリストキリストキリスト論論論論のののの現代現代現代現代ののののシナリオシナリオシナリオシナリオはははは、、、、二世紀二世紀二世紀二世紀、、、、三世紀三世紀三世紀三世紀のののの神神神神学学学学からのからのからのからの記述記述記述記述でありでありでありであり、、、、
一世紀一世紀一世紀一世紀におけるものでないとはにおけるものでないとはにおけるものでないとはにおけるものでないとは、、、、言言言言えないだろうえないだろうえないだろうえないだろう。。。。    
観観観観察察察察：クリスチャン・ギリシア語聖書（新訳聖書）を扱っているハワードの文献の内容とこと
ば遣いに十分注意しないといけない。 
１．読者は、第一節でセプトゥアギンタ（七十人訳）の既知の写本にある検証可能な原文
上の証拠を与えられていた。じっくりと注意しないと、ハワードの研究におけるクリスチャ
ン・ギリシア語聖書への視点の変更は、テトラグラマトンの使用に対する原文上の証拠も
含まれているとする推測に引き込まれるだろう。それは、真実からはかけ離れている。こ
この部分を注意して読むと、テトラグラマトンが使われているクリスチャン・ギリシア語写本
が一冊も引用されていないことを示している。 
２．どんな原文上の証拠もない中で、クリスチャン・ギリシア語聖書の中でのテトラグラマト
ンの使用に対するハワードの議論の前提は全体的に次のような句に基づいていることに
注意をすべきだ。‥‥‥「「「「信信信信じられるじられるじられるじられる相相相相当当当当なななな理由理由理由理由があるがあるがあるがある‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥」「」「」「」「‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥当当当当然然然然にににに考考考考えられえられえられえられ
るとるとるとると」。「」。「」。「」。「代用語代用語代用語代用語のためにのためにのためにのために‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥締締締締めめめめ出出出出されてしまったにされてしまったにされてしまったにされてしまったに違違違違いないいないいないいない」。「」。「」。「」。「私私私私たちがたちがたちがたちが決決決決してしてしてして
知知知知らないだけかもらないだけかもらないだけかもらないだけかも知知知知れないれないれないれない」。「」。「」。「」。「比較比較比較比較することにすることにすることにすることに目目目目をををを転転転転じるならじるならじるならじるなら」」」」やややや「「「「‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥とととと想像想像想像想像できるできるできるできる」」」」
－－－経験主義的な根拠の主張としてだけなら、こうした記述はどうにか解釈できる。 
３．二世紀のセプトゥアギンタ（ヘブライ語聖書）におけるテトラグラマトンの混乱は、クリス
チャン・ギリシア語聖書を写している書字生にも移されたと、ハワードは示唆する。追跡す
るための正当な調査である。しかし、今まで見てきたように、この疑問は、証拠の歴史的
な検証、原文上の検証によって答えを出さねばならない。推論よりも、最も古い現存する
写本がギリシア語聖書のすべての節のことば遣いを規定しなければならない。 
４．最後に、ハワードの結論はテトラグラマトンの原文上の証拠を要約する記述をしてい
ないことに、読者は気づかなければならない。結論の意見は、五つの疑問から成っている
だけにすぎない。実際、それらは関連する疑問だ。それらの疑問には、既知の古代クリス
チャン・ギリシア語聖書写本からの証拠から答えられなければならない。そうした証拠が
ない場合、単なる思惑の疑問に過ぎない。 
結論：ジョージ・ハワードによる調査の品位を落とすつもりはない。彼の著作は、クリスチ
ャン・ギリシア語聖書にあるテトラグラマトンの存在の研究に関連した必要なデータを評
価している。にもかかわらず、私たちがハワードの研究における証拠の限界に深く注意を
する必要がある（十中八、九、ハワードの著作の見方は資料それ自体よりも、塔の解釈
によって、相当強く左右されることは間違いない）。ハワードの研究にもっとも強く影響す
る必須の証拠は、私たち自身の研究でも同じく用いるべき証拠である。ともかく、クリスチ
ャン・ギリシア語聖書での推定されるテトラグラマトンの使用を検証することは、歴史的な
証拠や、原文上の根拠に確実な基礎を置くべきであり、セプトゥアギンタの文章に対する
思惑やその引喩であってはならない。まとめていえば、 
１．クリスチャン・ギリシア語聖書の古代ギリシア語写本にはテトラグラマトンを使用する
原文上の証拠はない。 
２．ハワードがクリスチャン・ギリシア語聖書の中でのテトラグラマトンの使用を推定すると
き、ハワードが用いる箇所は、ヘブライ語聖書引用に言及する聖句である。これらの聖句
の使用は研究に益となるが、ヘブライ語聖書の源泉を持たない２３７回の新世界訳聖書
の引用の大部分にある「エホバ」の選択の適切さに関しては全く答えていないままだ。た
とえ、ヘブライ語聖書から引用された聖句の中にテトラグラマトンの原文上の証拠が立証
されても、黙示録１：８、４：８、１１、１１：１７、１６：７、１８：８、１９：６、２１：２２、２２：５、２２：
６のような聖句では、その前提が引き継がれることはないだろう。それらの聖句は、ヘブラ

イ語聖書に言及されていない。これら聖句は、すべて （Lord）をGod と指し、ほと

んどの は全能者と識別する。 
３．塔出版物がしばしば賛意を示すハワードの研究におけるテトラグラマトンについて、ハ
ワードはあいまいさを差し出す。同じクリスチャン・ギリシア語聖書であっても、議論はしば
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しばセプトゥアギンタのテトラグラマトンの引用で始まり、発展する。セプトゥアギンタとクリ
スチャン・ギリシア語聖書は三百年ごろまでに別なものとなり、別々に区分された写本の
伝統を示している。初代教会の時代にセプトゥアギンタが使用されたにもかかわらず、正
しく言えることは、一方が他方にも必ずしもあてはまらないということだ。同様に、ヘブライ
語聖書からの引用の議論は、新世界訳聖書におけるほかのエホバ参照としばしば混同
される。原作者が神の名を用いるヘブライ語聖書引用を使用したことについても、適切な
説明がなされるだろうが、ほかの２３７のエホバ参照のための説明の箇所は不正確であ
う。読者は念を入れて、セプトゥアギンタとクリスチャン・ギリシア語聖書を区分しないとい
けない。ヘブライ語聖書（とその引用）から生まれた箇所と、クリスチャン・ギリシア語聖書
書記者が行なった引用の源泉を持たない記述を区分しなければならない。 
４．ハワードは一連の疑問に結論を付ける。そのうちの二つは私たちにとってとても大事
な事柄である。  
 「「「「もしもしもしもし、、、、テトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンテトラグラマトンがががが新新新新訳訳訳訳聖書聖書聖書聖書でででで使使使使われたのならわれたのならわれたのならわれたのなら、、、、それはどれほどそれはどれほどそれはどれほどそれはどれほど大大大大々々々々的的的的にににに用用用用いらいらいらいら
れたのかれたのかれたのかれたのか」」」」。‥‥‥これはクリスチャン・ギリシア語聖書を読む者には見逃せない疑問
だ。エホバと主イエスの理解は、その答え次第で大きく左右されるだろう。その答えは、た
いそう重要だから、聖なる原作者がそのことばの原文上の完全さに十分な根拠を与える
ことを期待しよう。確かに、もしテトラグラマトンがクリスチャン・ギリシア語聖書で２３７回も
用いられたのなら、それを確証させる古代ギリシア語写本が豊富にあるはずだ。それは
全くないのだ。 
    「「「「現在現在現在現在ののののキリストキリストキリストキリスト論的論的論的論的なななな研研研研究究究究のためののためののためののための新約聖書新約聖書新約聖書新約聖書におけるにおけるにおけるにおける神神神神のののの名名名名のののの使用使用使用使用はははは何何何何をををを暗示暗示暗示暗示するするするする
のかのかのかのか」」」」。‥‥‥含蓄が多いのだから、その疑問にはよく答えられる。黙示録での多くの聖
句の主題は、はっきりしている。「神‥‥‥全能の神」。もしテトラグラマトンが用いられな

かったら、ヨハネは、 （主）は「神‥‥‥全能の神」と、書いただろう。 
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